追加問題 

51. 260 nmのモル吸光係数ε260が10000の化合物の溶液がある。この溶液を層長（光路長）1 cmのセルを用いて260 nmの吸光度を測定したところ、吸光度A260が0.5となった。この化合物の溶液の濃度はいくらか。濃度を求める際の計算過程も書くこと。
52. 260 nmのモル吸光係数ε260が10000の化合物の溶液がある。この溶液を層長（光路長）1 cmのセルを用いて300 nmの吸光度を測定したところ、吸光度A300が0.5となった。ここに与えられた条件のみでは濃度を求めることができない。その理由を説明しなさい。
53. 分子量200の化合物について1 mMの濃度の水溶液を作製した。この溶液について、層長（光路長）1 cmのセルを用いて280 nmの吸光度を測定したところ、吸光度A280が0.8となった。この化合物の280 nmのモル吸光係数ε260はいくらか。モル吸光係数ε260を求める際の計算過程も書くこと。
54. 260 nmの比吸光係数E1%260nmが500の化合物の溶液がある。この溶液を層長（光路長）5 mmのセルを用いて260 nmの吸光度を測定したところ、吸光度A260が0.5となった。この化合物の溶液の濃度はいくらか。濃度を求める際の計算過程も書くこと。
55. 分子量500の化合物について0.2%の濃度の水溶液を作製した。この溶液について、層長（光路長）1 cmのセルを用いて280 nmの吸光度を測定したところ、吸光度A280が1.2となった。この化合物の280 nmの比吸光係数E1%280nmはいくらか。比吸光係数E1%280nmを求める際の計算過程も書くこと。
56. S体の比旋光度が[image: image1.wmf] = +20°の化合物がある。この化合物について光学純度100%の試料を用意した。この光学純度100%の化合物の溶液を作製して層長（光路長）100 mmで旋光度αを測定すると旋光度αが−6.0°であった。(1)、(2)の問いに答えなさい(2)については答えに至る計算過程も書くこと。

(1) この化合物の絶対配置を答えなさい。

(2) この化合物の溶液の濃度を求めなさい。
57. 光学純度100%のある化合物について、濃度0.2 g/mLの溶液を作製して層長（光路長）200 mmで旋光度αを測定すると旋光度αが+6.0°であった。この溶液の比旋光度[image: image2.wmf]を求めなさい。答えに至る計算過程も書くこと。
58. D体とL体の混合比が不明の化合物がある。その化合物2 gを溶かして10 mLの溶液とした。その溶液について層長200 mmの条件で旋光度を測定したところ、+2.0°を示した。D体とL体の混合比を求めなさい。ただし、この化合物のL体の比旋光度は[image: image3.wmf] = +50°である。途中の計算過程も書くこと。
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